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政 治 経 済 部 会 の お知 らせ （観95副

日 時 平成30年9月14日 （金 ） 午 後1時 半 ～ 午 後3時 半

場 所 参 議 院 議 員 会 館 一 階102会 議 室

千 代 田 区永 田 町2－1－1

◇ 国 会 議 事 堂 前 駅 （丸 の 内 線 ・千 代 田線 ） ① 番 出 口 よ り5分 、 永

田 町 駅 （有 楽 町 線 ・半 蔵 門線 ） ①番 出 口 よ り下 車2分 。 当 目、

午 後1時 よ り、 議 員 会 館 入 り 口 に て 通 行 証 を差 し上 げます 。時

刻 前 に到 着 され た 方 は、恐 縮 です が 、金 属 探 知 機 通 過 後 、受 付

脇 のnピ ー に て お 待 ち くだ さい 。 会 議 開 始 後 に お越 しの方 は、

受 付 に 「102会 議 室 へ 行 き た い 」 旨 お 伝 え く だ され ば、 お 迎

えに ま い りま す。

議 題1、 最 近 の 政 治 ・経 済 に つ い て 想 う こ と

挨 拶 大 野 松 茂部 会長 （元 内閣 官 房 副 長 官 ）

2、 外 国 人 の 日本 土 地 所 有 問 題 を ど う解 決 す べ き か

3、 中 国 中 心 の ア ジ ア イ ン フ ラ 投 資 銀行 へ の 参 加 ？

4、 日本 の イ ン ド太 平 洋 構 想 に つ いて

一 一 一 同 に て検 討 一一

報 告 去 る7月31日 開 催 の 第 コ94回 政 治 経 済 部 会 は 、 大 野 松 茂

部 会 長 が議長 を務 め行 わ れ ま した。 まず 、 清 原 専務 理 事 よ り、

政 治 経 済部 会 の これ ま で の活動 経過 と、今 回6年 半 ぶ りに 再 開

に 至 っ た 経 緯 の説 明 が あ りま した。 次 に 、 大 野 部 会長 よ り、挨

拶 が あ りま した。 私 は学 生 時代 、岸 信 介 総 理 の 頃 開始 され た青

年 派 遣 事 業 で ア ジ ア諸 国 を訪 れ た。 独 立 間 もな い 当 時 と現 在 と

を比べ る と隔 世 の感 が あ る。 特 に 中国 は、 世 界 各 国 で経 済 力 を

背 景 に した 投 資 を行 っ て お り、 日本 もそ の 対 象 とな る。 これ が

自衛 隊 の基地 の周 辺 な ど国益 にか か わ る分 野 にま で及 ん だ ら ど う対 処 す る

のか。 そ の ほ か に も様 々 な議 論 が あ るの で 、 皆様 に も活発 に意 見 を 出 して

い た だ き 、共 に考 えて い きた い 。

次 に、再 開 に あ た り課題 を提 起 され た井 部秀 恭 委 員 よ り、第 一 議 題 の 「外

国人 の 日本 土 地所 有 」 を 問題 視 した 提 案 理 由 の説 明 が あっ た。 それ に 対 し

て 、清 原淳 平 専務 理 事 よ り、検 討 資 料 と して、 同 じ問題 を取 り上 げ た 憲 法

学 会 の資料 、 国会 で の質 疑 と総 理 の答 弁 議 事 録 、請 願 書 と政府 答 弁 書 を提

出 して 、 それ ら答 弁 が 「今 後 検 討 す る」 とい っ た趣 旨なの で 、 世 間 （右 も

左 も） は、 あ た か も、政 府 の 不 策 ・無 対 策 の代 表 の よ うに言 っ て 政府 を攻

撃 して お り、嘆 か わ しい。

しか し、 こ の問題 は、 例 え ば、 中国 人 が北 海 道 の水 源 地 を所 有 した り、

韓 国人 が 対馬 の飛 行 場 近 辺 を 買 い あ さっ て い るな どの 問題 は、 約30年 前

の1988～89年 に 締 結 され た 日本 国 と 中 国 や 韓 国 との間 で締 結 され た

「多数 国 間投 資保 証機 関 を設 立 す る条 約 」や い わ ゆ る「日中投 資保 護 協 定 」

に基 づ くた め に、外 交上 の難 しい 問題 が あ り、 そ うした 条約 との 関係 を検

討 しな けれ ば 、正 しい判 断 が 下 せ ない し、 そ の対 策 の検 討 もで き な い 、 と

清 原 か ら説 明 が あっ た。

そ の あ と、大 野松 茂 部 会 長 を議 長 と して 、参 加 した各 委 員 の意 見 を求 め 、

い ろい ろ意 見 が 出 たが 、 結論 に は い た らず 、 次 回9Rの 政 治 経 済 部 会 の 前

半 に こ の 問 題 を再 検討 す る こ とに な っ た。

このテ ー マ は、 第 二議 題 と して提 起 され た 「中国 のア ジ アイ ン フ ラ投 資

銀 行 」 や 「日本提 起 のイ ン ド太 平 洋構 想 」 と と もに、 大層 重 要 な政 策 課 題

です か ら、9月14日 の 政 経 部 会 に は 奮 っ て お 出 か け くだ さい 。 なお 、7

月31日 に 出 席 され た 方 は 当 日配 布 した 資料 をお持 ち くだ さい ます よ うお

願 い 申 し上 げ ます 。

★当 日会費 会員五百円にご協力を。

次 回 、9月14日 （金 ）の政 治経 済 部 会 に

出 ・・ 欠 （いずれ かに○印）
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テ ロ 対 策 へ の 警 備 か ら 、 非 会 員 で 参 加 希 望 の 方 は 、 必 ず 、

前 日 ま で に 、 事 務 局 へ 御 連 絡 くだ さ い 。

当 日連 絡 先080－8836－6203（ 重 田 ）080－ －9292－2620（ 高 津 ）
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